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はじめ に ： 欧米や我が国 の 森林衰退や樹木 の枯損に、光化学オ キシダン トの 主成分であるオゾン （03）が 関与

して いる可能性がある。森林で比較的高濃度の オゾン が 観測される春から夏にかけては、樹木が水ス トレスを

受けやすい 時期でもある。 したが っ て 、森林を構成してい る樹木は 、 オゾン と水ス トレス の影響を同時に受ける

可能性がある。しか しなが ら、 我が国の 森林樹種に対するオゾン と水ス トレ ス の 複合影響はほとんど明らかにさ

れて い ない 。そ こ で 、本研 究で は 、 我が国の代表的な落葉広葉樹であるブナ の苗の光合成と乾物成長に対す
’

るオ ゾン と水ス トレ ス の 単独お よび複合影響を調べ た。

盤 供試 士壌として 、東京農工 大学農学部付属草木演習林（群馬県勢多郡）の 落葉広葉樹林から採取

した褐色森林土を用 い た 。 ふるい にかけた土壌を5L のポッ トに詰め、ブナ （Fugzzs　crenata 　Blume）の 3年生苗を

移植し 、 20〆15 ℃（6：0（〉−18：（Xy18：0（ト6：00）に制御した自然光型フ ァイトトロ ン 内で育成した。1999年5月 10 臼から

1！fi　2e 臼まで の 195日間にわたっ て 、ブナ 苗に浄化 空気 （CF ，
〈 5nl・1’iO

，）または、60　n1　・　1‘iのオゾン （03）を 1日

当たり　7時間（11：00 〜 18：00）にわたっ て暴露した 。 同期間にお い て 、 各ガス処理区で育成した半数 の 個体に

は3肩毎に250m1 ずつ 灌水し（WW ＞、残りの 半数の個体には岡間隔で 175　ml ずっ 灌水した（WS ）。すなわち、本

実験にお い て は 、2つ の ガ ス 処理 （CF とO夛と2つ の 土壌水分処理 （WW とWS ）を組み合わ せ て 、 合計4つ の処理

区を設定した（CF−WW ，
　CFWS

，
　q −WW

， （ゐ一WS ）。 育成期間中にお い て 、 各処理 区で育成したブナ苗の葉の

350pl・1’i　CO2条件下 における純光合成速reCd3so）、　CO2気孔拡散 コ ンダクタン ス 鉢）、蒸散逮度（の、水ポテン シ

ャ ル 、Rubisoo含量お よび個体乾重量を測定した。

蓙塁壁 オゾン 処理 によっ て、ブナ苗の As50は 処理開始85 日目（8月2日）から有意に低下したが、　gs、　Eおよ

び葉の 水ポテン シ ャル に有意な影響は認められなか っ た（表 1）。 この 時 、 オゾン 処 理によっ て光合成の CO2 固定

効率（c励とco2飽和時の 最大純光合成速度ca。、c，，）が有意に低下したため（表 1）、　Rubisco含量と葉緑体における

RuBP 再生速度が低下したことが考えられる。 水ス トレス 処理によっ て 、 処理開始64日目（7月12日）から葉の 水ポ

テン シ ャル が有意に低下し、 109日目（8月26日）からEおよび9Sが有意に低下し、 146目目（10月2H ＞にはA3sが

有意に低下した 。 また 、 処理期間を通して CE、　Am。 、
　S6よび量子収率には有意な影響が認められなか っ たため

俵 1）、水 ス トレス による光合成低下は葉の 水ポテン シ ャル の低下に伴なう気孔閉鎖が原因であると考えられる。

オゾン と水 ス トレ ス の相殺的な複合影響が処理開始67日 B （7月 15日）の Amoと！09　H 目（8月あ 印 の鴫 傭 で認め

られたが 、他の 時期 におい て はガス

　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 1350 μ　i・ri　co2 条件下に おける純光合成速nCCA　sso ）、　CO2気孔拡散
交換速度や光合成パ ラメ

ー
タに対す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 u ン ダクタンス （gs）、 蒸散速度（E）、　CO2飽和時の 最大純光合成速度

る両ス トレ ス の 有意な交互 効果 は認 　　　速 度 ω
齟

）、CO2固定効率（CE ）に対 す るオゾン と水ス トレス の 単独

められなか っ た（表 1）。 処理開始160　　　お よび複合影響（ANOVA ）

日　H（IO月 16日）にお けるブナ 苗の 個

体乾重量は、オ ゾンまたは水ス トレス

の 有意な単独 影響によっ て低下した 。

しか しながら、個 体乾重 量に対 する

オ ゾン と水 ス トレ ス の 有意な交亙 効

果は認められなかρた（データは示 さ

ず）。 したが っ て 、両ストレ ス はブナ苗

に対して相加 的に作用し、（ルWS 区

における個体乾重量を著しく低下さ

せたと考えられる 。
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